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みやなり　あきよし

宮
成
昭
義

はしもと　ゆうすけ

橋
本
祐
輔

■なぜ有料なの
　　～無料で再交付～

   

質
　

近
年
、
年
金
の
現
況
届

に
住
民
票
コ
ー
ド
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ド
が
わ
か
ら
な
い

方
は
住
民
票
で
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
場
合
の
住
民
票
発

行
を
無
料
化
で
き
な
い
か
。 

 
答　
市
長

　

21
年
度
よ
り
、
必
要
な

方
に
つ
い
て
は
、
窓
口
に

て
確
認
の
う
え
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
無
料
で
再
交
付

し
ま
す
。

 

質
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
か

か
り
つ
け
医
を
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

市
内
の
内
科
開
業
医
か

ら
の
届
け
出
状
況
は
。

　

ま
た
、
薬
代
の
節
減
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

啓
発
推
進
を
。

　

 
答　
生
活
環
境

   
　　
部　
　

長

　
　
　
　
　

市
内
診
療
所

　
　
　
　

該
当
数
18
診
療

　
　
　
　

所
の
う
ち
、
７

　
　
　
　

診
療
所
が
届
け

　
　
　
　

出
を
し
て
い
ま

　
　
　
　

す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
推
進
を

　

〜
周
知
を
図
る
〜

■地域総合相談支援
　　センターの継続を

　　　　   ～継続を要望～

   質
　

市
で
は
８
か
所
で
運
営

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
非
常
に

大
き
い
。

　

県
は
今
年
度
で
補
助

を
打
ち
切
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
の
運
営
は
ど
う

す
る
の
か
。

 

答　
市
長

　

他
市
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、引
き
続
き
県
に
対

し
、支
援
策
の
継
続
を
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

仮
に
補
助
金
が
廃
止
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、存
続
を
基
本
と
し
て
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
と

の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

   質
　

ピ
ー
マ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
、

ナ
ス
、
タ
バ
コ
な
ど
の
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

収
穫
後
の
残ざ

ん

渣さ

の
処
分
に

困
っ
て
い
る
。

　

根
本
的
な
解
決
策
は
な

い
か
。

 

答　
産
業
経
済
部
長

　

市
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

の
処
理
は
、
能
力
に
限
界

が
あ
り
不
可
能
。

　

現
状
で
の
可
能
な
処
理

の
方
法
は
、
圃ほ

じ
ょ
う場
に
す
き

込
む
か
、
も
し
く
は
、
圃

場
の
一
角
に
集
積
し
堆
肥

化
す
る
処
分
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

各
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
農
協
・
生

産
者
団
体
並
び
に
集
落

営
農
組
織
を
通
じ
て
推
進

し
、
農
家
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

■
農
業
廃
棄
物
の

　

処
理
は

 

〜
す
き
込
む
か
、　  

堆
肥
化
に
〜

笑顔で対応（おがた支援センター）

ジェネリック医薬品
　ジェネリック医薬品（後発医
薬品）とは、新薬の独占的販売
期間（有効性・安全性を検証す
る再審査期間及び特許期間）が
終了した後に発売される、新薬
と同じ有効成分で効能・効果、
用法・用量が同一であり、新薬
に比べて低価格な医薬品です。


